
あじの郷五勇士リーダー「ミカンまる」

なかやま夏まつりでデビュー！

あ
な
た
の
知

り
た
い
をか
たち
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日
発

行
　
Ｎ
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．７
７

いよ
９

広報いよし
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◉表紙の紹介

　７月２３日、なかやま夏まつりでデビュー

した、あじの郷五勇士リーダー「ミカンまる」。

かわいいしぐさで子どもに大人気です。

　出会ったら握手してあげてくださいね。

(3) ２０１１．９ 広報いよし広報いよし ２０１１．９

今
月
の
あ
じ
な
も
の
―

 

伊
豫
國「
あ
じ
の
郷
」フ
ェ
ス
タ

伊
予
Ｂ
級
グ
ル
メ

一
、　『
牛
ス
ジ
タ
マ
丼
』
焼
肉
愛
姫
屋
　

二
、　『
伊
～
よ
！
わ
く
わ
く
え
だ
ま
め
す
い
と
ん
』
伊
予
地
区
生
活
研
究
協
議
会
　

三
、　『
豚
肉
と
伊
予
の
秋
ナ
ス
の
ス
タ
ミ
ナ
丼
』
東
龍
　

四
、　『
伊
予
ち
ま
き
』
ご
し
き
の
里
工
房

五
、　『
伊
予
の
よ
も
く
れ
団
子
汁
』
上
灘
漁
協
女
性
部

六
、　『
伊
予
ご
し
き
鯛
ラ
ー
メ
ン
』
く
し
坊
・
ら
ー
め
ん
館
・
麺
人
　

七
、　『
い
よ
ラ
ッ
プ
』
コ
ニ
ぱ
ん
　

八
、　『
伊
予
し
ら
す
丼
』
天
海
　

九
、　『
猪
肉
カ
レ
ー
パ
ン
』
Ｓ
．
Ｖ
．
Ｃ
　

十
、　『
焼
き
鱧
と
キ
ノ
コ
の
和
風
ス
ー
プ
パ
ス
タ
』
ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予
　

十
一
、『
Ｂ
．
Ｑ
．
１
．
４
』
伊
予
市
料
飲
業
組
合
　

十
二
、『
ジ
ャ
コ
玉
焼
き
』
伊
予
市
料
飲
業
組
合
　

十
三
、『
鱧
の
さ
つ
ま
汁
』
伊
予
農
業
高
等
学
校
　

十
四
、『
ア
イ
ス
栗
』
中
山
高
等
学
校
　

十
五
、『
シ
シ
餃
子
』
北
宇
和
高
等
学
校
　

十
六
、『
伊
予
の
し
ら
す
焼
き
』
伊
予
市
を
元
気
に
し
隊
　

　
伊
豫
國「
あ
じ
の
郷
」
づ
く
り
の
集
大
成
。

地
元
団
体
な
ど
が
考
え
た「
伊
予
Ｂ
級
グ
ル

メ
」
や
、
四
国
の
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
が
食

べ
ら
れ
る
、
食
の
祭
典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ミ
カ
ン
ま
る
と

ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
も

だ
い
し
ゅ
う
ご
う
！

日
時　

９
月

１１
日
㈰
、

１０
時
～

１６
時

場
所　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
創
造
課（
内
線
５
８
８
）

一
　
　    

二
　
　 

　
三
　
　    

四
　
　
　 

五
　
　
　 

六
　
　     

七
　
　 

　
八
　

九
　
　    

十
　  

　
十
一
　
　 

十
二
　
　 

十
三
　
　 

十
四
　
　 

十
五
　 

　
十
六



(4)(5) ２０１１．９ 広報いよし広報いよし ２０１１．９

東
日
本
大
震
災

　
誰
も
想
像
し
な
か
っ
た
明
日
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
３
月
１１
日
、
午
後
２
時

４６
分
、
三
陸
沖
を
震
源
に
Ｍ（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
）９．０
、
最
大
震
度
７
の
巨
大
地

震
が
発
生
。
大
津
波
が
、
人
や
建
物
、
町

全
体
を
飲
み
込
み
、
多
く
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
ま
し
た
。

　「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
と
し
て
、

市
民
の
方
々
か
ら
も
、
救
援
物
資
や
義

援
金
な
ど
、
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
市
か
ら
も
、
消
防
職
員
８
人
、
一
般

職
員
１２
人
が
、
岩
手
県
釜
石
市
、
宮
城

県
仙
台
市
、
同
県
山
元
町
へ
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
緊
急
援
助
隊
、
給
水
業
務
、
り

災
証
明
業
務
、
保
健
支
援
、
課
税
業
務

激
し
い
揺
れ
は
約
１
分

　
頭
を
保
護
し
て
机
の
下
へ
。
揺
れ

が
収
ま
っ
た
ら
火
を
消
す
。
ド
ア
や

窓
を
開
け
て
お
く
。

家
族
の
安
全
確
認

　
下
敷
き
に
な
っ
て
い
な
い
か
確
認

す
る
。
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
る
。
靴

を
履
い
て
避
難
。

隣
近
所
の
安
全
確
認

　
け
が
人
や
行
方
不
明
者
が
い
な
い

か
確
認
す
る
。
火
災
時
に
は
初
期
消

火
を
行
う
。

正
確
な
情
報
収
集

　
ラ
ジ
オ
等
で
正
確
な
情
報
を
知

る
。
安
否
確
認
は
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル（
１
７
１
）を
利
用
。

避
難
後
は
助
け
合
い
の
心

　
消
火
・
救
出
・
救
護
活
動
を
協
力

し
て
行
い
、
水
・
食
料
を
確
保
す
る
。

倒
壊
す
る
危
険
の
あ
る
建
物
に
は
入

ら
な
い
。
災
害
情
報
・
被
害
情
報
の

収
集
。

地
震
発
生

１
～
２
分

３
分

５
分

１０
分

３
日

そ
の
と
き
ど
う
す
る
？

特集　災害に備える

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
約
１０
日
間
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
も
被
災
地
へ
の
派
遣
は

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
予
市
で
も
、
い
つ
、
こ
の
よ
う
な

大
災
害
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
伊
予
市
で
は
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起

こ
る
の
か
、
命
を
守
る
た
め
に
今
す
べ

き
こ
と
は
何
な
の
か
、
み
ん
な
で
助
け

あ
う
に
は
ど
の
よ
う
に
動
い
た
ら
い
い

の
か
、
災
害
に
つ
い
て
よ
く
知
り
、
備

え
ま
し
ょ
う
。

南
海
地
震
は
３０
年
以
内
に

約
６０
％
の
確
率
で
発
生
す
る

　
愛
媛
県
で
想
定
さ
れ
る
災
害
の
一
つ

に
、
南
海
地
震
が
あ
り
ま
す
。

　
四
国
の
南
海
域
を
震
源
と
す
る
南
海

地
震
は
、

１００
～

１５０
年
の
周
期
で
繰
り
返

し
起
こ
っ
て
い
る
地
震
で
す
。

　
国
の
地
震
調
査
委
員
会
は
、
南
海
地

震
は
、
今
後
３０
年
以
内
に
約
６０
％
、
５０

年
以
内
に
９０
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と

予
測
し
て
い
ま
す
。
そ
の
規
模
は
Ｍ
８．４

と
推
定
さ
れ
、
平
成
１３
年
の
芸
予
地
震

（
Ｍ
６．７
、
中
予
で
は
震
度
５
強
を
観
測
）

よ
り
も
大
規
模
な
地
震
に
な
り
ま
す
。

　
南
海
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
、
愛

媛
県
の
地
震
被
害
想
定
調
査
に
よ
る

と
、
伊
予
市
で
は
、
建
物
約
２
７
０
０

棟
が
全
壊
、
約
７
６
０
０
棟
が
半
壊
し
、

▼南海地震で

　想定される震度

▲伊予断層による地震

　で想定される震度

死
者
は
約
１
０
０
人
、
負
傷
者
は
約

１
３
０
０
人
、
約
１
万
人
が
避
難
所
へ

避
難
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
調
査
で
活
断
層
や
地
震
履
歴
か
ら

想
定
さ
れ
た
、
５
つ
の
地
震
の
う
ち
３

つ
の
地
震
で
、
伊
予
市
は
最
大
震
度
６

強
の
揺
れ
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
に
は
、
南
海
地
震
の
よ

う
に
プ
レ
ー
ト
が
原
因
で
周
期
的
に
起

こ
る
地
震
以
外
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災

を
引
き
起
こ
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
の

よ
う
に
活
断
層
が
原
因
で
起
こ
る
直
下

型
地
震
が
あ
り
ま
す
。

　
伊
予
断
層
が
活
動
し
て
発
生
す
る
地

震（
Ｍ
７．１
）や
伊
予
灘
沖
海
底
活
断
層
が

活
動
し
て
発
生
す
る
地
震（
Ｍ
７．８
）で
は
、

伊
予
市
で
最
大
震
度
６
強
の
揺
れ
が
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
以
外
に
も
、
台
風
や
集
中
豪
雨

な
ど
の
災
害
も
あ
り
ま
す
。
家
や
学
校
、

職
場
で
火
災
に
あ
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
考
え
、
今
だ

か
ら
で
き
る
、
災
害
へ
の
備
え
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

死傷者 死者   　 ９４人

負傷者   １，３１５人

避難所人数 １日後 １０，０３３人

１カ月後   ６，８８６人

建物被害 全壊   ２，６８５棟

半壊   ７，６３３棟

《愛媛県の地震被害想定調査》

南海地震発生時の人的被害および

建物被害棟数〈発生時刻２時の場合〉

　職員たちは皆「すぐにでも行きたい」という

気持ちでした。しかし日常業務もあり、全員

で行くことはできません。私も含め伊予消防

等事務組合から８人が、愛媛県隊として、３

月１４～２１日の間、岩手県釜石市に派遣され

ました。１７・１８日の２日間、がれきの撤去や

中に埋もれた人の捜索、避難所で体調を崩さ

れた方の救護などを行いました。

　余震に不安を感じながらも、「ご苦労様で

す」「ありがとうございます」と声をかけてく

ださる被災者の方々に、逆に力を頂きました。

もっと助けたい、まだまだできることがある

んじゃないかという思いでした。

　愛媛は災害が少なく、防災意識が低い地域

です。震災は忘れたころにやってきます。「ま

だ来やへんわい」と思わずに、今日の夜、明日

かもしれないと思って、避難場所・避難経路

の確認、非常持ち出し袋や応急手当用品、保

存食などを用意して、災害に備えてください。

被災地で救助活動

　消防職員　宮岡政司さん
明
日
か
も

し
れ
な
い

　
い
つ
か
起
こ
る
災
害
。「
い
つ
か
」は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。

　
明
日
、
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
、
何
を
持
っ
て
ど
の
道
を
通
っ
て
ど
こ
に
避
難
し
ま
す
か
。

　
家
族
の
安
否
は
ど
う
確
認
し
ま
す
か
。
最
悪
の
事
態
が
起
こ
る
前
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
る

特
集



【
登
録
方
法
】

①

entry-iyo@
b
ousa

i-m
a
il.jp

に

メ
ー
ル
す
る
。

※
題
名
や
本
文

　
は
不
要
。

※
下
記
の
Ｑ
Ｒ

　
コ
ー
ド
も
利

　
用
で
き
ま
す
。

②
返
信
メ
ー
ル
が
来
た
ら
、
記
載
さ

れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
。

※iyo@
bousa

i-m
a
il.jp

の
メ
ー
ル
を
受

信
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
利
用
規
約
を
確
認
し
、伊
予
・
中
山
・

双
海
な
ど
の
居
住
地
を
設
定
す
る
。

(6)(7) ２０１１．９ 広報いよし広報いよし ２０１１．９

防
災
の
し
お
り

い
よ
し
安
全
・

安
心
メ
ー
ル

防
災
グ
ッ
ズ

家
庭
で
防
災
会
議

　
災
害
時
、
自
分
や
家
族
が
ど
こ
に
い

て
ど
う
や
っ
て
避
難
す
る
の
か
、
具
体

的
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

【
確
認
す
べ
き
こ
と
】

①
ど
ん
な
災
害
が
起
こ
る
か

②
災
害
時
に
身
を
守
る
方
法

③
非
常
持
ち
出
し
品
の
場
所

④
避
難
場
所

⑤
避
難
経
路

⑥
連
絡
を
取
り
合
う
方
法

　
非
常
時
に
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
、

リ
ュ
ッ
ク
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

【
非
常
持
ち
出
し
品
】

①
飲
料
水（
最
低
３
日
分
）

②
非
常
食（
最
低
３
日
分
）

③
懐
中
電
灯
・
携
帯
ラ
ジ
オ

④
救
急
医
薬
品

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
防
災
ず
き
ん

⑥
そ
の
他（
現
金
、
ラ
イ
タ
ー
、
身
分
証

明
書
の
コ
ピ
ー
、
軍
手
、
衣
類
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
タ
オ
ル
な
ど
）

地
域
で
守
る

自
主
防
災
組
織

１

２

４

３

６
　
防
災
マ
ッ
プ
や
災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
書
か
れ
た「
防
災
の
し
お
り
」
は
、

防
災
安
全
課
、
ま
た
は
各
地
域
事
務
所

で
入
手
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
防
災
安
全
課（
内
線
５
６
４
）

防
災
行
政
無
線

５

今
何
を
す
べ
き
か

　
災
害
時
に
正
し
い
情

報
を
得
る
た
め
、
ま
た

日
頃
の
防
犯
の
た
め
に

も
、
市
や
警
察
署
な
ど
が
配
信
す
る「
い

よ
し
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
」
に
登
録
し

ま
し
ょ
う
。

　
気
象
・
地
震
情
報
や
不
審
者
情
報
な

ど
、
選
ん
だ
項
目
が
、
あ
な
た
の
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で
配
信
さ

れ
ま
す
。

　「
こ
ち
ら
は
防
災
伊
予
市
…
」で
始
ま

る
防
災
行
政
無
線
の
内
容
は
、
電
話
で

確
認
で
き
ま
す
。

　
放
送
が
聞
き
づ
ら
か
っ
た
り
、
内
容

を
確
認
し
た
い
と
き
は
、
次
の
番
号
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
☎
９
４
６
ー
７
９
７
７

　
災
害
時
、
自
分
一
人
の
力
で
は
動
か

せ
な
い
が
れ
き
や
家
具
を
の
け
て
く
れ

る
の
は
、
隣
近
所
や
地
域
の
人
で
す
。

　
地
域
で
協
力
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か

ら
地
域
の
自
主
防
災
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

重
要
な
の
は
「
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

米
湊
Ａ
ー
２
区
自
主
防
災
会
長
　
北
本 

二
朗 

さ
ん

　
毎
年
６
月
に
は
、
防
災
器
具
の
点

検
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
避
難
訓
練
と
災
害
図
上
訓
練
も

行
い
、
米
湊
Ａ
ー
２
地
区
の
住
民
６０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
災
害
図
上
訓
練
で
は
、
ゲ
ー
ム
感

覚
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
防
災
マ
ッ
プ
を
作
り
ま

し
た
。
地
図
を
広
げ
、
自
分
の
家
に

印
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
海
抜

何
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
、
避
難

所
は
ど
こ
か
、
ど
の
道
を
通
る
の
か
、

崩
れ
そ
う
な
と
こ

ろ
は
な
い
か
、
高

齢
者
や
障
害
者
が

い
る
家
は
ど
こ
か

な
ど
具
体
的
に
確

認
し
ま
し
た
。

interview

　
お
昼
に
は
炊
き
出
し
と
非
常
食
の

試
食
を
行
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
の
後
だ
っ
た
た
め
、
非
常
食
や
水

を
人
数
分
用
意
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際
に
災
害
に

な
っ
た
時
を
想
定
し
て
、
地
区
の
皆

さ
ん
の
畑
に
あ
る
野
菜
な
ど
を
使
っ

て
料
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
訓
練
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
あ
い
、
地
域
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
人
を
知
る
、
町
を
知
る
、

災
害
を
知
る
と
い
う
、
３
つ
の
知
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

し
た
方
々
に
も「
地
域
の
こ
と
が
よ

く
わ
か
っ
た
。
ま
た
や
っ
て
ほ
し
い
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
　

　
避
難
訓
練
や
災
害
へ
の
対
策
は
、

何
度
も
し
て
い
く
こ
と
で
早
く
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
に
動
け
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
多

く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、

地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
災
害
が
起
こ
る
前
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
の
基
本
は
、

一
に
「
自
助
」（
自
分
を
助
け
る
）

二
に
「
共
助
」（
み
ん
な
で
助
け
あ
う
）

三
に
「
公
助
」（
公
的
機
関
が
助
け
る
）

で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、
自
分
の
命
や

家
族
の
命
を
守
る
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

新しい農業委員会委員

３７人が決定しました

担当地区・氏名・役職は次のとおりです。（敬称略）

■任期　平成２３年７月２０日～平成２６年７月１９日

■問い合わせ　農業委員会（内線５７７）

担当地区 氏名 役職
本庁地区
鵜崎、両澤、上唐川、下唐川 竹岡　春雪
大平（上、下、平岡） 金子　輝雄
三秋 大田　幸子
森 藤岡　政晴 会長
本郡 丒田　仁
尾﨑、三島 西田　武
市場、中村 鷹本　昌夫
稲荷 久保　直一
上吾川 德田　俊正
米湊 竹中　秀一
下吾川（沖庄、馬塚、本村、池田）早田　鈴香
下吾川（馬塚、新川） 日野　晴美
下三谷（原、栗林） 山下　將文
下三谷（近江、仲組、北組、町永）日野　逡一
上三谷（客、原、大替地） 小笠原通夫
上三谷（旗屋、平松） 藤本　利男 幹事
上野 坪内　寛
宮下 池内　正一
八倉 重松　良一
中山地区
上長沢、下長沢、泉町１・２、

福元、高岡

中屋敷忠雄

泉町３・４、柚之木、平村、添賀 池田　光宏
重藤、永木、福住、梅原 福岡　好夫
豊岡１・２、東町、門前、坪井、

小池

駄場　時寛

大矢、野中、影之浦、栗田２・３ 駄場　武志
栃谷、日南登 橡木　隆博
漆、福岡、平沢 磯岡　幹雄
榎峠、竹之内、日浦、影浦、障子ヶ

谷、坪之内

船田　眞一

村中、山口、中替地、柿谷 中岡　進
安別当、梅之木、源氏、赤海 泉　　正勝 会長

代理
犬寄 松浦　道子
双海地区
高野川、小網、城ノ下、灘町、

両谷

岡田　義数

東峰、高見、犬寄、大栄、奥大栄 松永　盛行
柆野 松田　満里
久保、三島、岡、日尾野 椋井　幸男
唐崎、塩屋、本郷 木内　進 幹事
本谷、石久保、閏住、富岡、日喰、

上浜、下浜、奥西、奥東

梶野　將照

池ノ久保、本村、松尾、富貴、

満野空、満野浜、壺神

二宮　重德

④
登
録
完
了
。
地
域
や
情
報
の
詳
細
を

設
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

特集　災害に備える
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ー
平
成
２４
年
５
月
請
求
分
か
ら
ー

伊
予
地
区
と
中
山
特
定
環
境
保
全

下
水
道
使
用
料
改
定
の
お
知
ら
せ

　
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
汚
水
の
処
理

費
用
は
、
使
用
者
が
下
水
道
使
用
料
で
負

担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
下
水
道
使
用
料
は
、
平
成

１９
年
に
改
定

し
、
現
在
ま
で
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
２１
年
度
決
算
で
は
、
一
般
会
計
か
ら

下
水
道
事
業
の
財
政
・
経
営
状
況

使
用
料
改
定
の
必
要
性

　
下
水
道
使
用
料
は
、
下
水
道
施
設
の
維

持
管
理
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
が
、
現

改
定
ポ
イ
ン
ト
そ
の
①

基
本
料
金
の
改
定

　
下
水
道
使
用
料
の
基
本
料
金
の
一
つ
の

目
安
と
し
て
、
１
㎥
当
た
り

１５０
円（
家
庭

使
用
料
３
０
０
０
円
／
２０
㎥
・
月
）
と
い

う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
国
が
示
し
て
い
ま
す
。

市
の
基
本
料
金
は
、
小
口
使
用
者
、
単
身

世
帯
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ

り
基
本
料
金
を
低
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

改
定
ポ
イ
ン
ト
そ
の
②

超
過
料
金
の
改
定

　
節
水
型
社
会
へ
の
指
向
に
よ
る
、
大

量
排
水
の
抑
制
お
よ
び
資
源
の
有
効

活
用
、
ま
た
、
汚
水
処
理
に
関
す
る
原

因
者
負
担
の
強
化
を
図
る
た
め
、
超
過

料
金
に
つ
い
て
は
、
使
用
量
の
増
加
に

応
じ
て
単
価
が
高
く
な
る「
累
進
使
用

料
制
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
累
進
使
用
料
の
単
価
が

高
額
に
な
る
と
負
担
の
公
平
性

を
阻
害
し
た
り
、
大
口
利
用
者
・

事
業
所
の
撤
退
や
縮
小
に
つ
な

が
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、「
累
進
使
用

料
制
」を
維
持
し
ま
す
が
、
一
定

の
緩
和
を
行
い
、
ま
た
水
道
料

金
改
定
率
や
近
隣
市
町
の
設
定

金
額
も
参
考
に
超
過
料
金
の
改

定
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
明
確
な
経
営
目
標

と
見
通
し
を
持
っ
た
中
長
期
計

画
を
策
定
し
、
実
施
段
階
で
の

事
業
評
価
、
改
善
策
な
ど
を
検

下
水
道
事
業
の
経
営
改
善

汚水分の下水道処理費　６３３円

支出
起債の返済

４３５円

維持管理費

１９８円

収入
一般会計からの補てんなど

４９９円

下水道使用料

１３４円

（２１．２％）

伊予地区公共下水道の現状 （１㎥当たり）

汚水分の下水道処理費　３８５円

支出
起債の返済

２１０円

維持管理費

１７５円

収入
一般会計からの補てんなど

２５６円

下水道使用料

１２９円

（３３．５％）

大平地区農業集落排水の現状 （１㎥当たり）

汚水分の下水道処理費　７４０円

支出
起債の返済

５４７円

維持管理費

１９３円

収入
一般会計からの補てんなど

５９３円

下水道使用料

１４７円

（１９．９％）

中山地区特定環境保全
公共下水道の現状 （１㎥当たり）

の
繰
入
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
状
況

で
、
下
水
道
事
業
の
財
政
お
よ
び
経
営
状

況
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

在
、
使
用
水
量
の
伸
び
悩
み
な
ど
に
よ
り
、

各
下
水
道
事
業
と
も
維
持
管
理
費
が
賄
え

ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
に
大
き
く
依

存
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
受
益
者
負

担
の
原
則
の
も
と
、
今
後
、
下
水
道
施
設

を
適
正
に
維
持
管
理
し
、
ま
た
、
健
全
で

安
定
し
た
下
水
道
会
計
と
す
る
た
め
、
自

主
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
下
水
道
使
用
料
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
維
持
管
理
費
に
占
め
る
使
用

料
収
入
の
割
合
を
引
き
下
げ
る
要
因
の
一

つ
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
他
市
町
の
料
金

と
比
較
し
た
場
合
、

１０
～

１５
％
低
く
設
定

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
基
本
料
金
の
改

定
を
行
い
ま
す
が
、
小
口
使
用
者
や
高
齢

者
世
帯
な
ど
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
２
段
階
基
本
料
金
制
は
継
続
し
ま
す
。

排除

汚水量

使用料（現行）
改定後 適用

伊予地区 中山地区

１０㎥ １，５１０円 ２，３１０円 １，７８０円 基本料金５㎥まで

２０㎥ １，７６０円 ２，３１０円 ２，１００円 基本料金５㎥超１０㎥まで

４０㎥ ４，４５０円 ４，６２０円 ４，９１０円
一般家庭の利用形態の過半数

６０㎥ ７，５３０円 ７，５６０円 ８，１４０円

１００㎥ １４，６７０円 １４，２８０円 １５，６６０円 一般家庭の概ね上限

３００㎥ ５４，５７０円 ４９，９８０円 ５７，５６０円
主に営業用などの使用

５００㎥ ９５，８４０円 ８５，６８０円 １００，９２０円

伊予（大平・唐川地区含む）・中山特環処理区

改定による下水道使用料の試算表（２カ月）

区分 使用料区分
現行

（伊予地区）

現行

（中山地区）
改定後

一
般
汚
水

基本
料金

５㎥まで ７２０円 １，１００円 ８５０円

１０㎥まで ８４０円 １，１００円 １，０００円

超過
料金

１０㎥を超え２０㎥まで １２８円 １１０円 １３４円

２０㎥を超え３０㎥まで １４７円 １４０円 １５４円

３０㎥を超え５０㎥まで １７０円 １６０円 １７９円

５０㎥を超え１００㎥まで １８５円 １７０円 １９４円

１００㎥を超え２００㎥まで １９５円 １７０円 ２０５円

２００㎥を超えるもの １９８円 １７０円 ２０８円

湯屋 排除汚水量１㎥につき ３０円 ー ３０円

伊予（大平・唐川地区含む）・中山特環処理地区

－下水道使用料－　現行・改定比較表（月額）

討
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
経
営
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
下
水
道
使
用
料
収
入
確
保
の
た
め

に
、
徴
収
体
制
の
確
立
、
維
持
管
理
運
営

の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
未
接
続
者

の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
使
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
く
ら
し
を
ま
も
る
下
水
道

　
９
月
１０
日
は

「
下
水
道
の
日
」
で
す

◆
「
下
水
道
の
日
」
と
は
　

　「
下
水
道
の
日
」
は
、
１
９
６
１
年
に

遅
れ
て
い
た
下
水
道
の
普
及
を
目
的

に
、
９
月

１０
日
を「
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
」と
し
て
定
め
た
こ
と
が
そ
の
始

ま
り
で
す
。

　
そ
の
後
、
旧
下
水
道
法
が
制
定
さ
れ

た
１
９
０
０
年
か
ら
１
０
０
年
を
迎

え
、
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、

２
０
０
１
年
が
２１
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
の

年
に
あ
た
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
よ
り
親

し
み
の
あ
る
名
称
と
し
て「
下
水
道
の

日
」に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

◆
下
水
道
の
役
割
を
知
っ
て
ま
す
か
？

　　
私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
台
所
、

風
呂
や
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
る
汚
れ
た

水
を
そ
の
ま
ま
捨
て
、
川
や
海
に
流
す

と
、
悪
臭
や
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
の
発
生

原
因
と
な
り
、
環
境
に
悪
い
影
響
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
こ
の
よ
う
な
汚
れ
た
水

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、
川
や
海
を

美
し
い
状
態
に
保
ち
、
私
た
ち
の
清
潔

で
快
適
な
生
活
を
保
障
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
雨
水
を
排
除
し
て
、
水
害
か

ら
町
を
守
る
役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
水
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
伊
予
市

は
水
資
源
の
少
な
い
地
域
で
す
。
大
切

に
使
う
た
め
に
、
一
度
使
わ
れ
た
水
を

き
れ
い
に
し
て
か
ら
自
然
に
戻
す
と
い

う
、
下
水
道
の
役
割
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。	

◆
点
検
や
清
掃
な
ど
に
訪
れ
る

不
審
な
業
者
に
ご
注
意
を
！

　「
排
水
設
備
の
点
検
を
さ
せ
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
と
言
っ
て
、
点
検
や
清
掃

な
ど
の
勧
誘
を
強
引
に
行
っ
て
い
る
悪

質
な
業
者
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　

　
下
水
道
課（
内
線
５
７
６
・
５
８
５
・

５
８
６
）

（消費税込み）

（消費税抜き）
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い
～
よ
！ 

い
よ
し
の

食
育
物
語

栄
養
学
の
創
始
者

佐さ

い

き伯 

矩
た
だ
す 

　
佐
伯
矩
博
士
は
、
３
歳
の
時
か
ら
伊
予

市
本
郡
に
住
み
、
大
学
進
学
ま
で
過
ご
し

ま
し
た
。

　
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
に
進
学
し
、
卒

業
後
は
、
伝
染
病
研
究
所
長
の
北
里
柴

三
郎
博
士
の
下
で
学
び
、

エ
ー
ル
大
学
で
の
研
究

を
経
て
、
明
治
４５
年
に
医

学
博
士
と
な
り
ま
し
た
。

　
卒
業
後
、
栄
養
学
の
研

究
と
普
及
に
着
手
し
、「
栄

養
療
法
」
を
は
じ
め
、
疾
病

の
予
防
お
よ
び
治
療
と
栄

養
の
関
係
に
つ
い
て
研
究

し
ま
し
た
。
そ
し
て
世
界

的
に
例
の
な
い
、
栄
養
を
総

合
的
に
研
究
す
る
国
立
栄

養
研
究
所
の
初
代
所
長

に
就
任
。
日
本
人
の
栄
養

必
要
量
や
米
、
ビ
タ
ミ
ン

に
関
す
る
研
究
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す

　
博
士
は
、
他
国
に
先
駆
け
て
栄
養
学
を

確
立
し
、
栄
養
指
導
者
の
養
成
を
始
め
、

佐
伯
栄
養
学
校（
大
正

１３
年
創
立
）で
育
っ

た
栄
養
士
は
１
万
人
を
超
え
ま
す
。

　
生
涯
を
栄
養
学
を
通
し
て
人
類
の
健
康

増
進
に
捧
げ
ま
し
た
。

① 佐伯矩博士に学び、食の知識を身につけよう！

② バランスよく、１日３回食事をとろう！

③ 料理が作れる人になろう！

④ 毎日の生活習慣を見直そう！

⑤ 年に 1 度は健診を受けよう！

⑥ よく噛んで食べよう！

⑦ 食への感謝の心を育もう！

⑧ 食のマナーを身につけよう！

⑨ 安全･安心な食について考えよう！

⑩ 郷土料理や行事食を楽しもう！

⑪ 伊予市産の四季折々の果物を食べよう！

⑫ 地元でとれる旬の野菜や魚を食べよう！

⑬ 体験活動を通して、食について学ぼう！

⑭ 食の交流と情報発信をしよう！

伊予の食育、１
いよ

４の約束

　
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
食

育
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平

成
２３
年
３
月
に「
伊
予
市
食

育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る「
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
」
を
育
て
、

将
来
に
向
か
っ
て
食
育
の
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
伊
予
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
９
８
３
ー
４
０
５
２

佐
さ い き

伯 矩
ただす

 博士

日
本
の
医
学
博
士

栄
養
学
の
父

１
８
７
６
年
～
１
９
５
９
年

食育いよちゃん

今
月
号
を
皮
切
り
に
、

伊
予
市
の
食
育
情
報

を
随
時
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

食
育
と
は
、
①
健
康
で
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
、
②
食
に
関
す
る

知
識
と
食
を
選
択
す
る
力
を
身
に
付
け
、
③
健
全
な
食
生
活
を
実
践

で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
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しせいニュースしせいニュース
　　　伊予市役所　　　☎９８２－１１１１

　　　中山地域事務所　☎９６７－１１１１

　　　双海地域事務所　☎９８６－１１１１

伊予市ホームページ　http://www.city.iyo.lg.jp

人の動き（７月末日現在）

　人口　　３９，３９１人（＋１８）

　男　　　１８，４４８人（＋９）

　女　　　２０，９４３人（＋９）

　世帯　１５，６６５世帯（＋１１）

　出生　　　 　１８人（－４）

　死亡　　　 　２８人（－１４）

※外国人を含めた数値。（　）は前月比。

市内の交通事故状況（７月末日現在）

７月 累計 前年比

発　生 １５件 ９２件 －１１件

死　者 ０人 ０人 －３人

傷　者 １９人 １１３人 －３１人

市内の街頭犯罪等発生状況（７月末日現在）

７月 累計 前年比

侵 　 入  　盗 ２件 １８件 －７件

自  動  車  盗 ０件 ２件 －１件

オートバイ盗 ３件 １１件 ＋４件

自  転  車  盗 ６件 １６件 －１５件

車 上 ね ら い ０件 ６件 －１７件

水道の休日当直当番業者

月 日 指定工事事業者 電　話

９

３㈯ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８

４㈰ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

１０㈯ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

１１㈰ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０

１７㈯ ㈲二宮水道工業 下吾川 ９８３－２８１９

１８㈰ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

１９㈪ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

２３㈮ ㈲升田金物店 出　渕 ９６７－００６７

２４㈯ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

２５㈰ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

１０
１㈯ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

２㈰ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８

※水道メーターから宅地側の修理は自己負担。
※業者への依頼は、８：００～１７：００。

市税の納期（９月）

納期限 口座引落日

国民健康保険税

普通徴収

（第３期）

９月３０日（金）９月２７日（火）

伊
予
市
環
境
審
議
会
委
員

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
５
）

　
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
事
項

な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
お
よ
び
審
議
す

る
た
め
、
市
民
委
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
審
議
会
等
の
名
称

　
伊
予
市
環
境
審
議
会

■
募
集
委
員
　

　
公
募
に
よ
る
市
民
３
人

■
任
期
　

　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
２５
年

１０
月
２１
日

ま
で

■
委
員
会
の
予
定
回
数

　
年
間
２
回
程
度

■
報
酬

　
市
の
規
定
に
よ
る
報
酬（
日
額
）を
支

給■
応
募
資
格

○
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
方

○
応
募
時
に
満
２０
歳
以
上
で
、
１
年
以

上
市
内
に
在
住
し
、
任
期
中
に
転
出
す

る
予
定
が
な
い
方

○
本
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に

選
任
さ
れ
て
い
な
い
方

○
行
政
機
関
の
職
員
、
ま
た
は
市
議
会

議
員
で
な
い
方

■
選
考
方
法

○
作
文
に
よ
る
審
査

・「
環
境
保
全
」
を
題
材
と
し
た
作
文

（
８
０
０
字
程
度
）

※
面
接
に
よ
る
審
査
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

■
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
作
文
を
添
付
し
、
直
接
、
郵
送
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
応
募
申
込
書
は
、
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、

市
民
生
活
課
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
審
査
結

果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
期
限

　
９
月
２８
日
㈬
必
着

■
提
出
先

　
市
民
生
活
課（
Ｅ
メ
ー
ルseik

atsu
@

city
.iy

o
.lg

.jp

）
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しせいニュースしせいニュース
　伊予市役所　　　〒７９９－３１９３  伊予市米湊８２０番地

　中山地域事務所　〒７９１－３２９２  伊予市中山町出渕２番耕地１２０番地

　双海地域事務所　〒７９９－３２９２  伊予市双海町上灘甲５８２１番地６

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

被
災
者
の
方
は
市
税
の
特
例
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す

税
務
課
（
内
線
５
１
０
・
５
３
１
・
５
３
４
）

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
、
申
告
書
な
ど
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
市
税
の
特

例
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
個
人
住
民
税
》

○
雑
損
控
除
お
よ
び
雑
損
失
の
繰
越
控

除
の
特
例

　
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅
や
家
財

な
ど
の
損
失
に
つ
い
て
、
申
告
に
よ
り

平
成
２２
年
に
生
じ
た
損
失
額
と
し
て
、

雑
損
控
除
お
よ
び
雑
損
失
の
繰
越
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適

用
期
間
の
特
例

　
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適

用
を
受
け
て
い
た
住
宅
が
、
震
災
に
よ

り
住
居
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
で
も
、

控
除
対
象
期
間
の
残
り
の
期
間
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
控
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
固
定
資
産
税
》

○
代
替
土
地
の
取
得
に
係
る
特
例

　
被
災
住
宅
用
地
の
所
有
者
な
ど
が
、

代
替
え
の
土
地
を
、
平
成
３３
年
３
月
３１

日
ま
で
の
間
に
取
得
し
た
場
合
は
、
被

災
住
宅
用
地
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い

て
、
取
得
後
３
年
度
分
、
住
宅
用
地
と

み
な
し
、
固
定
資
産
税
を
軽
減
し
ま
す
。

○
代
替
家
屋
の
取
得
に
係
る
特
例

　
被
災
家
屋
の
所
有
者
な
ど
が
、
代
替

え
の
家
屋
を
、
平
成
３３
年
３
月
３１
日
ま

で
の
間
に
取
得
し
た
場
合
は
、
被
災
家

屋
の
床
面
積
相
当
分
に
つ
い
て
、
固
定

資
産
税
を
、
４
年
度
分
２
分
の
１
、
そ

の
後
、
２
年
度
分
３
分
の
１
減
額
し
ま

す
。

《
軽
自
動
車
税
》

　
震
災
に
よ
り
、
滅
失
・
損
壊
し
た
車

両
に
代
わ
る
軽
自
動
車
な
ど
を
取
得
し

た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
、
平
成
２３
年

度
か
ら
平
成
２５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
軽
自
動
車
税
を
非
課
税
と
し
ま
す
。

教
職
員
免
許
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

福
祉
課
（
内
線
５
３
８
）

　
郡
中
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
指
導

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
条
件

　
必
要
に
応
じ
て
、
登
録
さ
れ
た
方
に

連
絡
し
、
面
接
に
よ
る
選
考
を
実
施
し

ま
す
。
採
用
は
不
定
期
で
、
す
ぐ
に
採

用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
登
録

さ
れ
て
も
必
ず
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

■
応
募
資
格

○
教
職
員
の
普
通
免
許
状
を
有
す
る
方

○
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

○
児
童
の
育
成
指
導
に
理
解
と
熱
意
の

あ
る
方

■
問
い
合
わ
せ

　
郡
中
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
☎

９
８
３
ー
３
１
７
７
、
ま
た
は
☎

０
９
０
ー
９
４
５
０
ー
５
９
６
５
）

伊予市ファミリー・サポート・センター

「マミ♡サポ」講習会のお知らせ
■まずは会員登録

・おねがい会員（依頼会員）…センターで登録

・まかせて会員（提供会員）…講習を受講後に登録

・どっちも会員（依頼・提供会員）
　　　　　　　　　　　  …講習を受講後に登録

※入会申込書は、市内の公共施設に置いています。

■講習会日時（託児あり）

日　時 内　　容

９／１５
（木）

 ９：３０～
９：５０

①子どもの食育について

１０：００～
１２：００

②乳幼児に起こりやすい事故と
応急処置

未定
 ９：３０～

１２：００

③保育実習

④ファミリー・サポート・センター
の役割と期待するもの

※③、④の開催日は、①、②の受講修了者と相談の上決定。

■場所　①、④子育て支援センター

　　　　②伊予市中央公民館第２会議室

　　　　③ぐんちゅう保育所

■問い合わせ　伊予市ファミリー・サポート・セン

ター「マミ♡サポ」事務局（☎９８２－０４０６）

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
皆
さ
ん

納
付
は
前
納
が
お
ト
ク
で
す
！

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

■前納した場合の割引額など（平成２３年度）

《口座振替で前納した場合》

通常の
保険料

（年額）

前納した
場合

（年額）

割引金額
（年額）

１年前納

１８０，２４０円

１７６，４６０円 ３，７８０円

６カ月前納 １７８，２００円 ２，０４０円

毎月納付

（早割）
１７９，６４０円 ６００円

《現金・クレジットカードで前納した場合》

通常の
保険料

（年額）

前納した
場合

（年額）

割引金額
（年額）

１年前納

１８０，２４０円

１７７，０４０円 ３，２００円

６カ月前納 １７８，７８０円 １，４６０円

■問い合わせ

　松山西年金事務所（☎９２５－５１０５）、ま
たは健康保険課

　
国
民
年
金
は
、
毎
月
末
日
ま
で
に
前

月
分
の
保
険
料
を
納
め
ま
す
が
、
前
払

い
す
る
と
割
引
が
あ
る「
前
納
」と
い
う

制
度
が
あ
り
ま
す
。
前
納
の
方
法
は
、

口
座
振
替
、
ま
た
は
現
金
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
が
あ
り
、
種
類
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
１
年
前
納
（
振
替
日
は
、４
月
末
日
）

　
４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
の
保
険
料

を
一
括
で
納
付
し
ま
す
。

※
今
年
度
分
の
受
け
付
け
は
終
了
し
ま
し

た
。
来
年
度
分
を
希
望
す
る
方
は
、
翌
年

２
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
６
カ
月
前
納
（
振
替
日
は
、４
月
末
日
・

１０
月
末
日
）

　
保
険
料
を
４
～
９
月
分
、
１０
～
３
月

分
の
２
回
に
分
け
て
納
付
し
ま
す
。

※
１０
～
３
月
分
の
保
険
料
の
前
納
を
希
望

す
る
方
は
、
９
月
末
日
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
毎
月
納
付
（
早
割
）

　
毎
月
末
日
に
当
月
分
の
保
険
料
を
納

付
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
早
割
は
口
座
振
替
の
場
合
に

限
ら
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
方
へ

保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
２
４
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い

て
、
年
金
か
ら
の
納
付
か
ら
、
口
座
振

替
で
の
納
付
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
は
、
世
帯

と
し
て
所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
負
担

が
少
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
す
で
に
申
請
し
て
い
る
方
や
、
年
金
か

ら
の
納
付
を
希
望
す
る
方
は
、
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

○
振
替
口
座
の
預
金
通
帳

○
通
帳
の
届
け
印

○
被
保
険
者
証

■
申
請
窓
口

　
健
康
保
険
課
、
ま
た
は
各
地
域
事
務
所

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
方
へ

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
の
助
成
に
つ
い
て健

康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

　
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
健
の
被
保
険
者
の
方
は
、
は
り
・

き
ゅ
う
施
術
を
受
け
る
際
に
、
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
助
成
を
受
け
ら
れ
る
施
術
所

　
藤
岡
治
療
院
、
福
岡
治
療
院
、
松
本

総
合
治
療
院
、
吉
田
針
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

治
療
院
、
利
岡
鍼
灸
治
療
院
、
と
り
の

木
鍼
灸
院
、
ま
こ
と
治
療
院
、
㈲
ユ
ニ
ッ

ト
・
ワ
ン
鍼
灸
治
療
院
、
な
だ
ま
ち
鍼

灸
接
骨
院

■
施
術
所
に
持
っ
て
い
く
も
の

　
被
保
険
者
証
、
印
鑑

■
助
成
金
額
　
施
術
料
１
術
８
３
３

円
、
２
術
１
０
４
３
円

※
各
施
術
所
の
設
定
し
て
い
る
施
術
料
か

ら
、
助
成
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
施

術
所
窓
口
で
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
の
み
が
対
象
で
す
。

■
助
成
の
限
度

　
１
人
に
つ
き
、
１
日
１
回
、
１
カ
月

に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
１５

回
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険

者
は
１０
回
が
助
成
の
限
度
で
す
。
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しせいニュースしせいニュース

９月２１日（水）～３０日（金）

秋の交通法令講習会のご案内

　　交通事故の無い「安心で安全なまちづくり」を

目指し、運転免許を持っている方はぜひ受講し

ましょう！

■日時　次のとおり。１９：３０～

月 日 場　　所

９

２１㈬  南山崎小学校体育館

２２㈭  双海地域事務所３階会議室

２７㈫  なかやま農業総合センター

２８㈬  上野地区公民館

３０㈮  伊予警察署２階会議室

※上記のいずれの会場でも受講できます。講習カード

を持参下さい。お持ちでない方は、当日受付で申し出

てください。

■問い合わせ
　伊予交通安全協会☎９８２－７０８１

勤
労
者
や
そ
の
家
族
の
教
育
に
必
要
な
資
金
を
融
資

勤
労
者
教
育
融
資
の
「
特
別
金
利
」
を
実
施

産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
３
）

　
勤
労
者
教
育
融
資
制
度
は
、
勤
労
者

や
そ
の
家
族
の
教
育（
高
等
学
校
卒
業

後
就
学
年
限
２
年
以
上
）に
必
要
な
資

金
を
融
資
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
通
常
金
利
よ
り
も
金
利

を
引
き
下
げ
た「
特
別
金
利
」を
実
施
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
特
別
取
扱
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成

２４
年
３
月
３１
日（
こ
の
期
間
内
に
融
資

申
し
込
み
を
完
了
し
た
も
の
）

■
対
象
者

○
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
居
住
し
よ
う

と
す
る
２０
～
５９
歳
の
勤
労
者
で
、
同
一

事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方

○
市
税
を
完
納
し
、
前
年
の
給
与
所
得

が
１５０
万
円
以
上
１
千
万
円
未
満
の
方

■
融
資
金
額
　
１
世
帯

３００
万
円
以
内

■
返
済
方
法
　
１５
年
以
内（
据
置
期
間

４
年
を
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ
　
四
国
労
働
金
庫
愛
媛

支
店（
☎
９
４
８
ー
１
１
２
１
）、
ま
た

は
産
業
経
済
課

農
薬
を
使
用
す
る
方
へ

農
薬
の
使
用
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
４
）

　
農
薬
を
誤
っ
て
使
用
し
た
り
、
飛
散

し
た
り
す
る
と
、
人
や
動
物
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

《
適
切
な
保
管
》

・
専
用
の
保
管
場
所
を
作
り
、
必
ず
鍵

を
か
け
る
。

・
在
庫
台
帳
を
整
理
し
、
入
庫
と
出
庫

を
記
録
す
る
。

《
農
薬
中
毒
と
被
害
を
防
止
》

・
取
扱
方
法
を
し
っ
か
り
読
み
、
保
護

具
を
着
用
し
、
正
し
く
使
用
す
る
。

・
体
に
異
常
を
感
じ
た
ら
、
速
や
か
に

医
師
の
診
断
を
受
け
る
。

・
散
布
の
際
は
、
風
向
き
に
注
意
し
、
近

く
の
住
宅
や
隣
接
作
物
に
飛
散
し
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
。

つながって 支えあって 消費者力

伊予市消費者相談窓口からのお知らせ

防ごう子どもの事故！

　消費者庁は「子どもを事故から守る！プロジェ

クト」の一環として、「子ども安全メールｆｒｏｍ消

費者庁」のメール配信サービスをしています。

　子どもの死因の第１位は、「不慮の事故」です。

　「不慮の事故」は、周囲の大人たちが家庭内など

子どもの身の回りの環境にちょっとした注意を

払い、対策を立てることで予防できるケースが

多々あります。

　メール配信やホームページで、事故への対策や

予防に関する情報を紹介しています。

　

悪質商法・多重債務などで困った時は、まず相談！

産業経済課　消費者相談窓口

専用電話　☎９８２－１２８９
月・水・金曜日は専門の相談員が対応します。

消費者庁　子どもを事故から守るプロジェクト 検索

クリック

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

翠
小
学
校
に
体
験
入
学
し
ま
せ
ん
か

学
校
教
育
課
（
内
線
７
２
６
）

　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
実
践
し
て

い
る「
翠
小
学
校
」が
、
昨
年
に
引
き
続

き
体
験
入
学
を
実
施
し
ま
す
。

■
翠
小
学
校
の
特
色

・
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
豊
か
な
自
然
を

生
か
し
た
体
験
学
習

・
少
人
数
に
よ
る
一
人
一
人
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
教
育

・
校
区
に
関
係
な
く
通
学
可
能

・
エ
コ
改
修
さ
れ
た
快
適
な
校
舎

■
体
験
入
学
の
実
施
日
時
　
１０
月

１６
日

㈰
、
８
時
３０
分
～

■
内
容
　
集
会
、
交
流
、
学
校
探
検
、
公

開
授
業
、
学
校
説
明
な
ど

※
学
校
見
学
や
面
談
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
校
区
外
通
学
募
集
の
詳
細
を
広
報
い
よ

し
１０
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
、
ま
た

は
翠
小
学
校（
☎
９
８
６
ー
５
０
３
１
）

松
山
広
域
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

説
明
会
と
公
聴
会
の
お
知
ら
せ

都
市
整
備
課
（
内
線
５
６
８
）

　
松
山
広
域
都
市
計
画
区
域（
松
山
市
、

伊
予
市
、
東
温
市
、
砥
部
町
の
一
部
お

よ
び
松
前
町
）
に
お
い
て
、
将
来
の
都

市
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
示
す「
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、
説
明
会
お
よ
び
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。

①
説
明
会

■
日
時
　
９
月
２０
日
㈫
、

１９
時
～

■
場
所
　
伊
予
市
市
民
会
館
４
階

②
公
聴
会

■
日
時
　
１０
月

１２
日
㈬
、

１４
時
～

■
場
所
　
中
予
地
方
局
７
階

※
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
方

（
市
内
在
住
者
お
よ
び
利
害
関
係
者
）
は
、

１０
月
４
日
㈫（
必
着
）
ま
で
に
直
接
、
ま

た
は
郵
送
で
公
述
申
出
書
を
提
出
し
て

下
さ
い
。

※
公
述
申
出
書
の
様
式
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
聴
会
は
、
公
述
の
申
し
出
が
無
い
場

合
は
中
止
し
ま
す
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
愛
媛
県

都
市
計
画
課（
〒
７
９
０
ー
８
５
７
０
、

松
山
市
一
番
町
４
丁
目
４
ー
２
、
☎

９
１
２
ー
２
７
３
８
）、
ま
た
は
都
市
整

備
課

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
計
画

伊
予
市
景
観
計
画
（
案
）
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

都
市
整
備
課
（
内
線
５
６
８
）

　
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
良
好
な

景
観
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た「
ま
ち
づ
く
り
」を
具
体

的
に
実
現
し
て
い
く
た
め
、「
伊
予
市
景

観
計
画（
案
）」
の
住
民
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

　
９
月
３０
日
㈮
、

１９
時
～

■
場
所

　
伊
予
市
市
民
会
館
４
階

傍聴してみませんか！

９月市議会定例会の日程

月 日 内　　　　　容

９

８㈭ 本会議 議案上程、提案理由の説明

１２㈪ 〃
①議案質疑、委員会付託
②陳情委員会付託

１５㈭ 〃 一般質問

１６㈮ 〃 一般質問

２０㈫ 委員会 各常任委員会（総務委員会）

２１㈬ 〃 　　〃　　　（民生文教委員会）

２２㈭ 〃 　　〃　　　（産業建設委員会）

２６㈪ 〃 　　〃

２８㈬ 本会議
①委員長報告（質疑・討論・表決）
②その他                     （閉 会）

■問い合わせ　議会事務局（内線６０６・６０７）

９月議会

本会議は原則として公開されていますので、

どなたでも傍聴できます。



皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
に
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す

９
月
９
日
は
「
何
の
日
」
…
？

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

■伊予市管内の火災と救急出場件数（７月末日現在）

種別 ７月分 累計

火 災

件 数

本庁 ０

０

本庁 ４

７中山 ０ 中山 １

双海 ０ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 １２９

１６８

本庁 ８０３

１，０６０中山 １８ 中山 １１０

双海 ２１ 双海 １４７

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

　
９
月
９
日
は
、
９（
き
ゅ
う
）と
９（
き

ゅ
う
）で「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
」、
す
な
わ
ち

「
救
急
の
日
」で
す
。

　
救
急
業
務
や
救
急
医
療
に
対
し
て
、

皆
さ
ん
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
ま
た
、

救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
５７
年
に
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
日
を
含
む

１
週
間（
９
月
４
～

１０
日
）
を「
救
急
医

療
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
応
急
手
当
を
覚
え
、
自

分
の
大
切
な
人
の
命
を
救
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
！

救
え
る
命
を
救
い
た
い
…

○
応
急
手
当
の
重
要
性

　
心
臓
停
止
や
呼
吸
停
止
と
い
っ
た
緊

急
事
態
の
場
合
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
蘇
生
す
る
確
率
が
低
く
な
り
ま
す
。

救
命
効
果
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
救
急

事
故
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人（
バ
イ
ス

タ
ン
ダ
ー
）
が
応
急
手
当
を
実
施
す
る

こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　
消
防
署
で
は
心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
）や
応
急
手
当
な
ど
の
救

命
講
習
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
消

防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
と
は
、

心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
動
き

を
取
り
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

操
作
は
自
動
化
さ
れ
て
お
り
、
音
声
案

内
に
従
い
一
般
の
人
も
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

『
愛
救
１
４
３
運
動
』を

知
っ
て
ま
す
か
？

　
愛
救
１
４
３
運
動
と
は
、「
愛
媛
の
救

急
医
療
を
守
る

１４３
万
人
の
県
民
運
動
」

の
略
称
で
、
県
民
に
医
療
機
関
や
救
急

車
の
適
切
な
利
用
を
心
掛
け
て
も
ら
う

た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　
県
内
で
は
、
近
年
の
医
師
不
足
の
深

刻
化
や
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の

増
大
に
よ
り
、
二
次
救
急
医
療
の
維
持
・

確
保
が
困
難
な
状
況
が
生
じ
て
い
ま

す
。
救
急
医
療
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

医
療
を
維
持
・
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、
医
療
機
関
の
適
切
な
受
診
を
促
進

し
、
二
次
救
急
医
療
機
関
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
民
の
医
療
機
関
の
適

切
な
受
診
の
普
及
・
定
着
を
、
市
町
や

医
師
会
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も

と
、「
県
民
運
動
」
と
し
て
展
開
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
、
総
合
的
か
つ
効
果

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
が
急
な
病
気
や

け
が
で
心
配
な
時
は
…

　
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
短
縮
ダ
イ

ヤ
ル（
固
定
電
話
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯

電
話
）
は「
＃
８
０
０
０
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
看
護
師
や
医
師
な
ど
が
家
庭

で
の
応
急
対
処
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

次
の
場
合
は
早
く
１１９
番
通
報
を
！

・
呼
ん
で
も
返
事
が
な
い
、
い
つ
も
と

様
子
が
ど
う
も
違
う
。

・
呼
吸
が
苦
し
い
、
顔
色
が
真
っ
青
、
息

を
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

・
急
に
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な

感
じ
が
す
る
、
息
苦
し
い
。

・
急
な
激
し
い
頭
痛
、
胸
痛
、
腹
痛
。

・
高
い
と
こ
ろ
か
ら
転
落
す
る
な
ど
大

き
な
ケ
ガ
を
し
た
。

・
急
に
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
く
な
っ
た
、

麻
痺
が
現
れ
た
。

・
多
量
の
吐
血
、
下
血
が
あ
っ
た
。

・
ケ
イ
レ
ン
が
と
ま
ら
な
い
。

しせいニュースしせいニュース
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ほっと
アングル

　７月１７日、『双海の夏祭り＆下灘ぴちぴち鱧まつり』、７月２２・２３日、『な

かやま夏まつり』、７月２８・２９日、『住吉まつり』が行われました。

　豊田漁港で水揚げされた新鮮な魚介類を販売する素人セリ市。地区の

中心部を総勢６００名が練り歩く中山音頭（サンバ）踊り。夏の夜空を鮮や

かに彩る花火大会。地区の夏の風物詩となっている、伝統ある夏まつり

の開催に大勢のお客さんでにぎわいました。

【全日本少年剣道錬成大会】（小学生の部）猪野龍哉さん、安藤領一郎さん、山下椋平さん、塚本博貴さん、谷本恵理名さん、

若松敬史さん、松田宣完さん、亀岡健太郎さん、中田誠一郎さん、中田龍也さん

（中学生の部）塚本能隆さん、岡部慶一郎さん、兵頭祐哉さん、谷本尚紀さん、神野将平さん

【　’１１マドンナカップｉｎ伊予市ビーチバレージャパン女子ジュニア選手権大会】柳原若菜さん、森佳奈さん、西下鈴夏さん

【全日本卓球選手権大会】（バンビの部）德田幹太さん

【日本リトルシニア第２回林和男旗杯国際野球大会兼信越連盟創立３５周年記念全国選抜野球大会】中野恭聖さん

【全国高等学校総合体育大会】（剣道）若藤元気さん、（陸上）日野未奈子さん、（陸上）石井裕太さん

【第２回湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会】德山栞奈さん、中川桃子さん、髙野優香さん、長尾保波さん

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～

IY
O
 C

IT
Y H
OT A

NGLE 2011(H23).2-2011.3

全国で輝け！伊予市の選手たち
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夏まつりが各地で開催！

特色ある伝統の夏まつり

広報いよし ２０１１．９(17)

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～

IY
O
 C

IT
Y H
OT A

NGLE 2011(H23).2-2011.3

祝！「港南リトル」が西日本大会で優勝

　７月３０・３１日に行われた『アシックス旗争奪リトルリー

グ野球西日本選手権大会』で、えひめ港南リトルリーグが

見事４年ぶり２度目の優勝を果たしました。現在チーム

メイト募集中！（☎９８３－４７７０ 河部まで）



　７月２４日、伊予小学校グラウンドで『第４回伊予市消

防操法大会』が行われました。

　消防操法とは、実際の火災現場を想定し、設置された

水槽から吸水し、放水、標的注水が完了するまでの速さ

と正確さを競う競技です。小型ポンプ操法の部とポンプ

車操法の部に、伊予市消防団各分団から延べ１７チームが

出場し、日頃の訓練の成果を披露しました。

　７月１７日、五色姫海浜公園で『サマーフェスティバル』

が行われました。

　チーム「レッドレクイエム」の４人が選手宣誓し、県内外

から多くの選手たちと応援客が来場しました。選手たち

は、照りつける太陽の下、熱い砂の上で、汗だくになりな

がらバレーボールを追いかけました。会場では浮き輪を

持ったまま応援する子どもたちもいて、ビーチバレーと

海と両方を楽しめるイベントになりました。

　８月７日、伊予小学校と伊予市立図書館で『こども国

際文化教室“ベトナム紙芝居のつどい”』が行われました。

　紙芝居を読んでくれたのは、ホーチミン市在住で日本

語講師や通訳をしているレティ・トー・アウさん。日本固

有の文化である紙芝居を、ベトナムでも広めています。

参加した子どもたちは、ベトナムの紙芝居や、「カム・オン

（ありがとう）」など、簡単なベトナム語やベトナムの文化

を楽しく教わりました。
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消防操法大会

伊予市を守る郷土愛と防災魂
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サマーフェスティバル

汗と砂にまみれ、駆け回りました
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ベトナム紙芝居

日本とベトナムの文化が融合

　７月１７日、本庁地区全域で『クリーン伊予運動』が行わ

れました。

　８時から１０時までの２時間、地域の住民や団体で、道

路や海岸、公園、自分たちの暮らす地域をきれいにしま

した。顔なじみの人たちと話しながら、空き缶、タバコ

の吸い殻、プラスチックや木の破片、ペットボトルなどを

次から次に拾って、ごみ袋はすぐにいっぱいになりまし

た。集まったゴミは全部で約４０ｔです。
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クリーン伊予運動

自分たちの手でまちをきれいに
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　８月１２・１３・１４日に、五色姫海浜公園ビーチバレーコー

トで『２０１１マドンナカップｉｎ伊予市ビーチバレー女子ジュ

ニア選手権大会』が行われました。

　今年で１５回目を数え、すっかり伊予市の夏の風物詩と

なったこの大会。県内外から９６人の女子ジュニアビーチ

バリヤーが参加し、頂点を目指して熱戦を繰り広げまし

た。兵庫県立淡路三原高等学校の優勝で、熱い３日間の

幕を閉じました。
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マドンナカップｉｎ伊予市

女子ジュニアの頂点を目指して

すくすく

いよっ子

　８月６日、しもなだ運動公園で『ふたみジュニア・トラ

イアスロン２０１１』が行われました。

　伊予市で初めての開催となった、ジュニア（小学３年生

～中学生）を対象にしたトライアスロンに、県内外から５５

人の選手が参加しました。トライアスロンは、水泳に始ま

り、次に自転車、最後にランニングと非常に過酷なスポー

ツ。夏の照りつける太陽の下、参加した選手全員が見事

完走しました。
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ふたみジュニア・トライアスロン２０１１

夏の太陽の下、ジュニア選手が躍動
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生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
！！

大
好
き
だ
よ
♡

思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
★

♠矢野  陽
はるき

紀 くん

　平成２２年５月１８日生まれ（１歳） 　
　《父》裕三さん《母》宏美さん（下吾川）

♠宇都宮  充
しゅう

 くん

　平成２２年１０月１日生まれ（１１カ月）　
　《父》啓さん《母》美奈さん（下吾川）



《無料人権相談》
○日時　９月８日（木）、１０：００～１５：００

○場所　本庁地区：市民会館１階

中山地区：なかやま農業総合センター

双海地区：双海保健センター

《心配ごと相談》

○日時・場所　１３：３０～１６：００（祝日と

年末年始は除く）、社会福祉協議会

　伊予事務所　毎月第２・４・５水曜日

　中山事務所　毎月第２木曜日

　双海事務所　毎月第２水曜日

○弁護士相談日時・場所（要予約）

　毎月第１・３水曜日、１３：３０～１６：００、

　社会福祉協議会伊予事務所（☎９８２

－０３９３）

《行政相談》

○本庁地区　毎月第２火曜日

　９：００～１２：００　中央公民館

　松尾 多美子さん（☎９８２－５１５５）

○中山地区　毎月第２火曜日

　９：００～１２：００　中山地域事務所

　宮田 昭典さん（☎９６７－１１１１）

○双海地区　毎月第２火曜日

　９：００～１２：００　山口 隆義さん方

　（☎９８７－０６３０）

《家庭児童相談室》

○ 日時　土・日曜日、祝日、年末年始を

除く毎日、８：３０～１７：００

○相談先　伊予市福祉課内家庭相談員

（☎９８２ー１１１１、内線５３８）

《ＤＶ相談》

○日時　土・日曜日、祝日、年末年始を

除く毎日、８：３０～１７：００

○相談先　伊予市福祉課ＤＶ担当者（☎
９８２－１１１１、内線５３８）

《女性のための相談》

○ 日時　一般相談／火～金曜日、来所

８：３０～１６：３０、電話８：３０～１７：３０、

　土・日曜日、８：３０～１６：３０、心理カ

ウンセリング／第１～４木曜日、１３：

００～１７：００、法律相談／第１～４木

曜日、１３：３０～１５：３０（月曜・祝日・

年末年始は休館）　

○場所　愛媛県女性総合センター（松

山市山越町４５０、☎９２６ー１６４４）

《在宅介護支援センター２４時間相談》

○日時　年中無休、２４時間体制

○ 相談先　社会福祉協議会伊予事務

所☎９８３－６２２４、伊予あいじゅ☎
９８２－６６６８、森の園☎９８２－７４７４、

なかやま幸梅園☎９６７－０３００、双海

夕なぎ荘☎９８６－０１３１

《不動産相談》

○ 日時　毎月１０日（土・日曜日、祝日

の場合は翌日）、１３：００～１５：００

○場所　ふるさと創生館

○相談先　宅建協会伊予支部

くらし

インフォメーション
くらしに役立つさまざまな情報をお伝えします
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ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予
に
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
、
１０
月
１
日
㈯

か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
フ
ッ
ト
サ

ル
な
ど
に
利
用
で
き
る
ネ
ッ
ト
で
囲

わ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

問

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予（
☎
９
８
３
ー

４
５
０
０
）

お
知
ら
せ

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予
の
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
開
始

　
土
地
・
建
物
・
会
社
な
ど
に
関
す

る
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
人
権
問
題
な

ど
、
法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
事

務
全
般
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

や
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相
談
、

遺
言
お
よ
び
公
正
証
書
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
。

●
日
時
　
１０
月
２
日
㈰
、
１０
時
～
１５

時●
場
所
　
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ

１
階
エ
ミ
フ
ル
ホ
ー
ル

●
相
談
員
　
法
務
局
職
員
、公
証
人
、

土
地
家
屋
調
査
士

問

松
山
地
方
法
務
局（
☎
９
３
２
ー

０
８
８
８
）

相
談

法
務
局
く
ら
し
の
相
談
所

●
日
時
　
９
月
２３
日
㈮
、
１１
時
～
１５

時
３０
分

●
場
所
　
愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー（
松
山
市
東
川
町
乙
４４
ー
７
）

●
内
容
　
犬
の
し
つ
け
方
教
室
、
ア

ジ
リ
テ
ィ
―
体
験
、
動
物
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
移
動
動
物
園
、
ポ
ニ
ー
乗
馬

体
験
、
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な

ど問

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー（
☎

９
７
７
ー
９
２
０
０
）

イ
ベ
ン
ト

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

え
ひ
め
２
０
１
１

　
不
動
産
の
相
続
・
売
買
な
ど
の
登

記
、
供
託
の
手
続
き
、
訴
訟
の
手
続

き
、
公
正
証
書
の
作
成
な
ど
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
　
１０
月
３
日
㈪
、
１０
時
～
１５

時●
場
所
　
伊
予
市
市
民
会
館
１
階

問

愛
媛
県
司
法
書
士
会（
☎
９
４
１
ー

８
０
６
５
）

相
談

無
料
司
法
書
士
法
律
相
談
所

●
内
容
　
社
会
人
と
し
て
必
要
な
マ

ナ
ー
の
習
得
、
企
業
よ
り
出
題
さ
れ

た
課
題
の
解
決
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
実
践
力
、
発
信
力
向
上

●
期
間
　
９
月
２６
日
㈪
～
１０
月
１２
日

㈬
、
９
時
～
１６
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
１１
日
間

●
場
所
　
松
山
銀
天
街
Ｇ
Ｅ
Ｔ
！
４

階（
松
山
市
湊
町
３
丁
目
４
ー
６
）

●
対
象
　
１５
～
３９
歳
の
全
日
程
出
席

で
き
る
方（
学
生
を
除
く
）

●
定
員
　
１５
人（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w

.ai-w
o
rk

.jp
/

）

問

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ（
☎

９
１
３
ー
８
６
８
６
）

就
業
支
援

「
社
会
人
基
礎
力
」
実
践
講
座

２
人
の
観
光
カ
リ
ス
マ
が
語
る

「
夢
と
ロ
マ
ン
と
感
動
を
！

田
舎
だ
か
ら
で
き
る
文
化
の
創
造
」

●
日
時
　
９
月
２３
日
㈮
、
１５
時
～
日

没●
場
所
　
ＪＲ
下
灘
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
お
越

し
の
方
は
、
下
灘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

●
内
容
　
舟
木
上
次
さ
ん（
山
梨
県

北
杜
市
）
の
講
演
、
双
海
子
ど
も
読

み
語
り
隊
の
紙
芝
居
上
演
、
舟
木
さ

ん
と
若
松
進
一
さ
ん
の
対
談

問

伊
予
市
カ
タ
リ
バ
事
務
局（
☎

０
９
０
ー
３
４
６
０
ー
２
６
８
５
）

講
演
案
内

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

ｉｎ
下
灘
駅

　
事
件
や
事
故
な
ど
の
被
害
、
少
年

非
行
の
問
題
、
近
所
間
や
家
族
間
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
、
通
行
方
法
な
ど
の

相
談

第
４
回
警
察
出
張
相
談
所

　
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
へ
の
差

別
的
取
り
扱
い
、
相
続
や
扶
養
問
題

な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
の

人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※
予
約
不
要
・
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

●
相
談
電
話

０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
１
１
０

※
携
帯
電
話
可
。
Ｉ
Ｐ
電
話
不
可
。

●
日
時

◎
９
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮
、
８
時
３０

相
談
電
話

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
電
話

　
弁
護
士
が
面
接
相
談
に
応
じ
ま

す
。
１
回
４０
分
で
す
。
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
１６
日
㈮
、
１３
時
～
１５

時●
場
所
　
愛
媛
弁
護
士
会
館（
松
山

市
三
番
町
４
ー
８
ー
８
）

問

愛
媛
弁
護
士
会（
☎
９
４
１
ー

６
２
７
９
）

相
談

中
小
企
業
の
た
め
の

全
国
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

○
平
成
２３
年
３
・
４
月
採
用

●
募
集
期
間
　
９
月
９
日
㈮
ま
で

●
試
験
日

《
男
子
》
９
月
１７
日
㈯

《
女
子
》
９
月
２５
日
㈰

●
場
所

《
男
子
》
松
山
大
学
な
ど

《
女
子
》
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

（
松
山
市
南
梅
本
町
乙

１１５
番
地
）

問

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部

松
山
募
集
案
内
所（
☎
９
４
７
ー

３
０
４
０
）

採
用
試
験

陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
域

の
企
業
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
労
働
者

の
方
で
、
勤
め
て
い
た
中
小
企
業
が

大
震
災
で
倒
産
状
態
に
な
り
、
賃
金

が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
方
に
対
し
、

国
が
企
業
に
代
わ
っ
て
未
払
い
の
賃

金
を
立
て
替
え
払
い
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
立
て
替
え
払
い
の
認
定
申
請
期
限

が
９
月
１２
日
㈪
ま
で
で
す
の
で
、
対

象
と
な
る
労
働
者
の
方
は
、
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問

愛
媛
労
働
局
監
督
課（
☎
９
３
５
ー

５
２
０
３
）、
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署

お
知
ら
せ

東
日
本
大
震
災
で
県
内
に

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
四
国
財
務
局
に
、
借
金
を
抱
え
、

悩
ん
で
い
る
方
の
た
め
の
相
談
窓
口

が
あ
り
ま
す
。
多
重
債
務
問
題
は
必

ず
解
決
す
る
問
題
で
す
。
悩
ま
ず
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ

て
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
法

律
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
無
料
。

●
受
付
日
時
　
月
～
金
曜
日
、
９
時

～
１２
時
、
１３
時
～
１７
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

●
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
　
四
国

財
務
局
財
務
広
報
相
談
官
多
重
債

務
相
談
員（
☎
０
８
７
ー
８
３
１
ー

２
１
５
５
）

相
談

多
重
債
務
者
相
談
窓
口

分
～
１９
時

◎
９
月
１０
日
㈯
・
１１
日
㈰
、
１０
時
～

１７
時

●
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び

法
務
局
職
員

問

松
山
地
方
法
務
局（
☎
９
３
２
ー

０
８
８
８
）

交
通
規
制
や
交
通
取
り
締
ま
り
、
振

り
込
め
詐
欺
、
警
察
へ
の
要
望
な
ど
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
１１
日
㈰
、
１３
時
～
１５

時●
場
所
　
伊
予
警
察
署
松
前
交
番

問

伊
予
警
察
署（
☎
９
８
２
ー

０
１
１
０
）

◎
９
月
１１
日
は「
警
察
相
談
の
日
」。

警
察
へ
の
相
談
は
、
安
心
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０
へ
。

▲リュウゼツラン（双海町高岸）

数十年に一度の開花　７月２９日撮影



まなびランドいよまなびランドいよ
まなびラ

ンドいよ
まなびランドいよまなびラ

ンドいよまなびラ
ンドいよまなびランドいよ

(22)(23) ２０１１．９ 広報いよし広報いよし ２０１１．９

  
■９月の相談日　２日（金）、５日（月）、６日（火）、９

日（金）、１２日（月）、１３日（火）、１６日（金）、２０日（火）、

２６日（月）、２７日（火）、３０日（金）

■時間　８：３０～１７：１５　※金曜日は８：３０～１２：００

◆活動日時　５・６年生…毎週土・日曜日、祝日１２：３０～

４年生以下…日曜日、祝日、第２・３土曜日１２：３０～

◆活動場所　郡中小学校グラウンド

◆対象者　港南中学校区の小学生の男子

◆参加料　月額１，５００円＋保険料年額１，０００円

◆連絡先　西村清幸（☎９８３－５１２５、☎０９０－２７８８－

１６７３、メール kiyoyuki30@gmail.com）

　創部２８年。健康・友愛・集中力・礼儀・感謝をスロー

ガンに、青少年の健全育成を目指しています。全国大

会・四国大会に各３回出場し、全国はベスト８、四国は

昨年２度目の優勝をしました。詳しい活動内容は「郡

中クラブ」で検索して、ホームページをご覧ください。

郡中クラブスポーツ少年団（ソフト）

伊予市立図書館だより

伊予市青少年センター

子どもの悩み相談専用電話　☎９８２－２６０２

熱血！！スポーツ少年団！！

■日時　９月１１日（日）　受付８：３０～

■場所　五色姫海浜公園ビーチバレーコート

■参加資格　中学生以上

■参加料　１人１，０００円（高校生以下５００円）

■種目　①２人制一般男子　②２人制一般女子　

③４人制（男女制限なし）

■申し込み　当日、会場で８：５０まで受付。

■問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

 ＨＩＭＥカップ

 ビーチバレー９月大会

時のおくりもの「角
かくすい

錐状石器」

　新しいＡＬＴを紹介します。

　皆さん、こんにちは！私は香港で生まれて、７歳

のときにオーストラリアに移住して、ブリスベンか

ら来ました、クローデットです。日本にいる間に日

本の漫画やドラマを日本語で楽しめるよう、一生懸

命勉強したいです。皆さんのあたたかい歓迎に感

謝します。（クローデット）

　はじめまして、イギリスのスコットランドから来

たジュリアンです。故郷はネス湖に近いインバネス

です。町の人口は伊予市と同じくらいですが、伊予

市の方がずっと暑いです。皆さんに会うのを楽し

みにしています。（ジュリアン）

■共鳴　堂場 瞬一

■健康半分　赤瀬川 原平

■我が家の問題　奥田 英
ひ で お

朗

高校生レストラン　　岸川 政之

　三重県の高校生レストラン「ま

ごの店」設立までの役場職員奮闘

記。

かみちゃん　　たにうち つねお

　想像力で紙がへんてこな生き

物に変身！ユーモアいっぱいの

絵本。

《行事案内》

■一般書■

●図書室の日曜日　村上 しいこ

●ぼくらの大脱走　宗
そ う だ

田 理
おさむ

●みんなくるくる、よってくる　おの りえ

●児童書●

無
料

☆お話し会、腹話術　１０日（土）１０：３０～

　絵本の読み聞かせ、紙芝居、お楽しみパネルシアター

伊予市立図書館

伊予市米湊７６８－２　☎ 983-4051 983-4353

〈休館日〉 　５日（月）、１２日（月）、１９日（月）、２０日（火）、

２３日（金）、２６日（月）、３０日（金）

〈開館時間〉　火～金曜日９：００～１８：００

　　　　　土・日曜日　９：００～１７：００

《９月の新刊》

ALT&CIRの  この町が好き
読　物
column
み

■日時　１０月２３日（日）９：００～

■場所　しおさい公園周辺７区間

■参加資格　県内在住者（学生を除く）

※競技者は事前に健康診断を受けておくこと。

■チーム編成　選手７人、補欠３人以内、監督１人、

合計１１人以内で編成

■申込方法　９月２９日（木）までに、所定の用紙に必

要事項を記入し、参加費（１チーム３，０００円）を添え

て、持参、または現金書留で送付してください。

■申し込み・問い合わせ　市体育協会事務局「しお

さいクリテリウム駅伝」係（〒７９９－３１１３、伊予市米

湊７６８－２、☎９８２－５１５５）、または愛媛新聞社事業

部「愛媛駅伝予選会」係（〒７９０－８５１１、松山市大手

町１－１２－１、☎９３５－２３５５）

 しおさいクリテリウム駅伝大会
　～第６２回愛媛駅伝予選会～

■日時　１０月１６日（日）　８：３０～

■場所　しおさい公園市民体育館ほか

■参加資格　伊予郡市および久万高原町在住の社

会人

■申込締切　９月２０日（火）

■申し込み・問い合わせ　四国電力㈱伊予営業所

よんでん杯事務局（☎９８２－１０５４）

 よんでん杯

 レクバレー大会

　当時の人々は、動物を求めて移動生活をしていま

した。高見Ⅰ遺跡はそのためのキャンプ地だった

と考えられています。

　この赤い石器で、どんな動物の狩りをしていたの

でしょうか。歴史のロマンが感じられます。

　この石器は高
た か み

見

Ⅰ遺跡（双海町上灘）で

採集されました。

　約２万年前と言え

ば、まだ土器が作られ

ていない時代で、地球

上は氷
ひ ょ う が き

河期でした。

　伊予市は今の北海道

くらいの気候で、瀬戸

内海には海水がなく、

四国と九州・中国地方

は陸続きでした。

やり先

実物大

６㎝

 就学児の健康診断のお知らせ

　平成２４年度に小学校へ入学予定の子どもは、健

康診断を受ける必要があります。詳しい時間など

は後日、就学校区の学校から案内があります。

■問い合わせ  学校教育課（☎９８２－１１１１、内線

７１６）、または各小学校

小学校 開催日 時間 場所 健診内容

南山崎 １１／１０（木）

午後

南山崎小

耳鼻科

眼　科

内　科

歯　科

北山崎 １０／２７（木） 北山崎小

郡　中 １１／１７（木） 郡中小

伊　予 １１／１０（木） 伊予小

中山・佐礼谷 １１／２４（木） 中山小

由並・翠 １０／２７（木） 由並小

下灘 １０／２７（木） 下灘小



２０１１．９ 広報いよし (24)広報いよし ２０１１．９(25)

■日時　毎月第３水曜日、１３：００～

■場所・申し込み　伊予市保健センター

※母子手帳を持参してください。対象月に受けていない人も受診できます。◎は予約が必要です。

※３カ月児健診・１歳６カ月児健診は、お近くの保健センターで受診してください。乳児健康診査（２回）は、乳児一般健康診

査受診票（出生後、保健センター窓口で発行）を利用して、かかりつけの医療機関で個別に受診してください。

実施保健
センター

日　時 対　象　者 内　容

３カ月児健診 伊 予 ９／１３（火）１３：００～１４：００ Ｈ２３年５月出生児 身体測定・内科健診

１歳６カ月児健診 伊 予 ９／ ６（火）１３：００～１４：００ Ｈ２２年１・２月出生児 内科・歯科健診

フッ素塗布 伊 予 ９／ ６（火）１３：３０～１４：００ ６歳までの乳幼児
フッ素・サホライドを１００円で塗布  
※歯ブラシ持参

育児相談 伊 予 ９／１２（月）
 ９：００～１１：００

１３：００～１５：００
乳幼児 身体測定・健康相談

歯科相談 伊 予 ９／１２（月） ９：３０～１１：３０ 乳幼児
歯科衛生士による歯科相談

※歯ブラシ持参

◎心理相談 伊 予
９／ ６（火）１３：００～１５：００ 乳幼児～思春期の子を持つ

保護者
子育てに関する悩み相談

９／１２（月） ９：００～１２：００

◎マザー教室 伊 予

９／ １（木）１０：００～１２：００

妊婦とその家族

※母親になる準備のための教室

妊娠中の生活と妊婦体操

９／ ７（水）１０：００～１２：００
妊娠中の栄養・調理実習・手続きに

ついて　※エプロン・実習費２００円

９／１４（水）１３：００～１５：００ 歯科健診　※歯ブラシ・ハンドタオル

９／２１（水）１０：００～１２：００ 講演・座談会

９／２９（木）１０：００～１２：００ 産後の健康と沐浴

離乳食講座 伊 予 ９／３０（金）１３：３０～１５：００ 離乳期の乳児を持つ保護者 離乳食の進め方の説明と試食

◎のびのびクラブ 伊 予
９／ ５（月）

 ９：３０～１１：００ 育児不安や悩みを持つ親子 「たのしく遊ぼう」
９／２６（月）

※各検診項目には、年齢・保険種別などの受診条件があります。

※特定健診の申し込みは ☎９８２－２７２７

伊予市保健センター　☎９８３－４０５２　  ９８３－５２９５

※休日当番医は２７ページのカレンダーをご覧ください。

保健センターからのお知らせ

健  ガ  ド康  イ

月　日 受付時間 場　所

健
康
診
査

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎

前
立
腺
が
ん

肺
Ｃ
Ｔ

肺
Ｃ
Ｒ

胃
が
ん

大
腸
が
ん

超
音
波
検
診

子
宮
が
ん

乳
が
ん

骨
粗
し
ょ
う
症

申
込
締
切

本 

庁

９／２７（火）
 ８：３０～１０：００

伊予市保健センター　協
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／ ６（火）
１３：００～１４：００ ○ ○

９／２８（水） ８：３０～１０：００ 宮下集会所　　　　　協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９／ ７（水）

１０／ ６（木） ８：３０～１０：００ 大平地区公民館　　　協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９／１５（木）

１０／１６（日） ８：３０～１０：３０ ウェルピア伊予　　　協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９／２２（木）

１０／２４（月）
 ８：３０～１０：００

伊予市保健センター　協
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０／ ３（月）
１３：００～１４：００ ○ ○

１０／２７（木）
 ８：３０～１０：００

上野地区公民館　　　協
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０／ ６（木）
１３：００～１４：００ ○ ○

中 

山
１０／２５（火） ８：３０～１０：００ ＪＡ中山支所　　　　厚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０／ ４（火）

双 

海

１０／３０（日） ８：３０～１０：００ 双海保健センター　　協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０／ ７（金）

１１／ ８（火）
 ８：３０～１０：００

下灘コミセン　　　　協
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０／１８（火）
１３：００～１４：００ ○ ○

■申し込み　伊予市保健センター

受託機関：協愛媛県総合保健協会、厚厚生農業協同組合連合会健診センター

母子

保健

健康診査・

各種がん検診

◎こころの健康相談

◎個別栄養相談

各種相談（　　　　　　　　  ）相談無料・要予約

・秘密厳守

申し込み・問い合わせ

相談日 時間 場所

本 

庁
９／２８（水）

 ９：００～１２：００

１３：３０～１６：００
伊予市保健センター

中 

山
９／１４（水）  ９：００～１２：００ 中山地域事務所

「いよし健康＆福祉まつり」

「食育フェスタ」

「伊予市社会福祉大会」

■日程・場所　１０月１６日（日）、ウェルピア伊予

■内容

◎式典など（銀河の間にて）

１０：００～　伊予市社会福祉大会

１３：３０～　こころとからだの健康フォーラム

◎その他（いこいの広場にて）

１０：００～　健康に関する相談、各種検診、特

産品販売、郷土料理試食コーナーなど

■問い合わせ　健康保険課☎９８２－１１１１（内

線５４５）

※伊予市社会福祉大会についての問い合わせは、

伊予市社会福祉協議会☎９８２－０３９３

生後３カ月～７歳半
の子どもが対象予防接種

■対象　生後３カ月～７歳半の間に４１日以上の

間隔をあけて２回投与。※母子手帳が必要

■申し込み　前日の正午までに伊予市保健セン

ターへ電話で申し込んでください。

◎ポリオ生ワクチン

愛救１４３運動

Ｑ．休日・夜間で、比較的症状が軽いとき、ど

の病院に行けばいいの？

Ａ．休日当番医（２７ページ）、松山市救急医療セ

ンター（☎９２２－１１９９）、救急病院案内（☎９８２

－５９５９）に電話するか、えひめ救急医療ネッ

トのホームページを参考にしてください。

Ｑ．子どもの急な病気やけがの場合は？

Ａ．小児救急医療電話相談（＃８０００）をご利用

ください。※利用可能時間１９：００～２３：００

日時 場所

１０／ ５（水）

１３：３０～１３：５０ 伊予市保健センター１０／１３（木）

１０／２５（火）

９／２８（水） １３：３０～１３：５０ 中山地域事務所２階

１０／２０（木） １３：００～１３：２０ 双海保健センター

９月は健康増進普及月間
１に運動　２に食事

　　　　　しっかり禁煙　最後にクスリ

～健康寿命をのばしましょう～

自殺予防のための行動

「気づき」変化に気づいて声をかける

「傾 聴」本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

「つなぎ」早めに専門家に相談するよう促す

「見守り」寄りそいながらじっくりと見守る

■相談先　心と体の健康センター☎９１１－３８８０

元気歯つらつコンクール

９月１０日㈯～１６日㈮は自殺予防週間

　８０歳以上で２０本以上、自分の歯を持ってい

る方を募集しています。９月９日（金）までに

伊予市保健センターへご連絡ください。

※詳細はお問い合わせください。

愛媛の救急医療を守る
１４３万人の県民運動



大下 英明

生き生き人生　わくわく私

愛媛県けん玉協会　会長

さん（三 島）

けん玉は

後世に残したい

スポーツです

(26)２０１１．９ 広報いよし

　
大
下
さ
ん
が
、
け
ん
玉
を
始
め

た
の
は
約
６０
年
前
。

　「
み
ん
な
で
競
い
合
っ
て
、
上
手

な
人
が
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て

覚
え
ま
し
た
。
得
意
技
は
『
宇
宙

遊
泳
月
面
着
陸
』
で
す
。」

　
大
人
に
な
り
、
小
学
校
に
給
食

を
配
送
す
る
仕
事
を
し
て
い
た

時
、
待
ち
時
間
に
、
ま
た
け
ん
玉

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
興
味
津
々
で
寄
っ
て

き
て
、
遊
び
始
め
ま
し
た
。

　「
今
は
自
分
が
し
た
い
以
上
に
、

子
ど
も
た
ち
に
、
も
っ
と
け
ん
玉

に
な
じ
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。」

　
平
成
７
年
、
愛
媛
県
け
ん
玉
協

会
に
加
入
し
、
学
校
や
児
童
館
、

公
民
館
や
イ
ベ
ン
ト
で
、
け
ん
玉

を
教
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

難
し
い
技
を
し
て
見
せ
る
だ
け
で

は
な
く
、
教
え
る
こ
と
を
大
事
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
け
ん
玉
は
、
き
ち
ん
と
習
え
ば
、

玉
を
串
刺
し
に
す
る
技「
と
め
け

ん
」
ま
で
、
大
人
な
ら
約
２０
分
で

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　「
次
々
に
壁
が
あ
っ
て
、
そ
の
度

に
つ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
遊
び

な
が
ら
構
え
や
礼
儀
作
法
を
学
ぶ

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。」

　
大
下
さ
ん
が
、
熱
心
に
け
ん
玉

の
普
及
に
努
め
て
い
る
の
に
は
、

理
由
が
あ
り
ま
す
。

　「
あ
る
病
院
で
、
車
い
す
に
乗
っ

た
８０
歳
く
ら
い
の
男
性
に
出
会
い

ま
し
た
。
私
が
持
っ
て
い
た
け
ん

玉
を
身
振
り
で
貸
し
て
ほ
し
い

と
言
う
の
で
渡
す
と
、
嬉
し
そ
う

に
し
始
め
ま
し
た
。
男
性
の
妻
が
、

『
こ
の
人
は
私
の
こ
と
も
誰
だ
か

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
ま
だ

ま
だ
全
て
を
忘
れ
た
わ
け
で
は
な

い
ん
で
す
ね
。
希
望
を
持
っ
て
看

病
し
ま
す
』
と
言
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
聞
い
て
、
け
ん
玉
を
後
世
に

ず
っ
と
残
し
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
と
、
強
く
感
じ
た
の
で
す
。」

　
け
ん
玉
は
、
昔
懐
か
し
い
遊
び

で
あ
る
一
方
、
今
新
し
い
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
今
は
技
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

全
国
大
会
も
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
で
き
て
、
高
い
お
金
も
か
か
り

ま
せ
ん
。
少
し
で
も
け
ん
玉
の
魅

力
に
触
れ
て
ほ
し
い
で
す
。」

◎
愛
媛
県
け
ん
玉
協
会
主
催
の

「
伊
予
市
け
ん
玉
教
室
」

　
毎
週
土
曜
日
、
１０
～
１１
時
、
中

村
地
区
公
民
館
で
開
催
中
。

■
問
い
合
わ
せ
　
愛
媛
県
け
ん

玉
協
会
会
長 

大
下（
☎
９
８
２
ー

３
３
６
５
）



㊩休日当番医（９時～１５時、要予約）９月のカレンダー
１ 木 二百十日、防災の日

２ 金

３ 夕焼けプラットホームコンサート（１７時～）ＪＲ下灘駅

４
北山潮風運動会（１３時～）伊予市民体育館

㊩きはら整形外科☎９８９－７７１１
５ 月

６ 火

７ 水

８ 木 白露

９ 金 救急の日

１０

１１
二百二十日
伊豫國「あじの郷」フェスタ（１０時～）ウェルピア伊予

㊩こにし診療クリニック☎９８３－５６７８
１２ 月 十五夜

１３ 火 世界法の日

１４ 水

１５ 木

１６ 金

１７

１８ ㊩近藤医院☎９８２－０３３８

１９
敬老の日、子規忌

㊩村上医院☎９８２－０６６２
２０ 火 彼岸入り、空の日

２１ 水

２２ 木

２３
秋分の日、彼岸中日
なかやま栗まつり（１０時～）栗の里公園

㊩永井病院☎９８２－０００９
２４

２５

佐礼谷秋季大運動会（９時～）佐礼谷小学校
上灘市民体育祭（８時３０分～）みどりの広場
市税等納付窓口開設（８時３０分～５時）税務課窓口

㊩伊予診療所☎９８２－１１７０
２６ 月 彼岸明け

２７ 火

２８ 水

２９ 木

３０ 金

１０/１ 法の日

２

南山崎地区コミュニティ大運動会（９時～）南山崎小学校
郡中校区市民運動会（９時～）郡中小学校
永木地区大運動会（１３時～）永木グラウンド

㊩橘内科・小児科☎９８２－００２３

イベント
情報

広報いよし ２０１１．９(27)

第
２４
回
な
か
や
ま
栗
ま
つ
り

■
日
時
　
９
月
２３
日
㈮
、
１０
時
～

■
場
所
　
栗
の
里
公
園

■
内
容

《
バ
ザ
ー
》
栗
す
し
、
栗
か
り
ん
と

う
、
栗
お
こ
わ
、
栗
ケ
ー
キ
、
栗
パ

イ
、
栗
入
り
大
判
焼
な
ど

《
イ
ベ
ン
ト
》
栗
ひ
ろ
い
大
会（
１０

時
～
、
１２
時
４０
分
～
）、
栗
イ
ガ
投

げ
風
船
わ
り（
１１
時
～
、
１３
時
４０

分
～
）、
栗
＆
も
ち
ま
き
大
会（
１５

時
５０
分
～
）、
栗
の
つ
か
み
ど
り
、

や
き
栗
・
ゆ
で
栗
試
食
、
消
防
フ
ェ

ア
な
ど

《
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
》

○
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー

（
１１
時
３０
分
～
、

１４
時
～
）

○
津
山
さ
ゆ
り
シ
ョ
ー

（
１２
時

１５
分
～
、
１５
時
～
）

○
瀬
川
瑛
子
シ
ョ
ー

（
１２
時
３０
分
～
、
１５
時
１０
分
～
）

■
問
い
合
わ
せ
　
中
山
地
域
事
務

所

伊
豫
國
「
あ
じ
の
郷
」フ
ェ
ス
タ

■
日
時
　
９
月
１１
日
㈰
、

１０
時
～

１６
時

■
場
所
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予

■
内
容

　
伊
予
市
の
食
材
を
使
用
し
た
Ｂ

級
グ
ル
メ
の
販
売
を
は
じ
め
、
四

国
各
地
よ
り
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ

を
通
し
て
地
域
お
こ
し
に
取
り
組

ん
で
い
る
団
体
が
出
展
。
そ
の
ほ

か
食
育
推
進
コ
ー
ナ
ー
や
物
産
品

の
販
売
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
創

造
課（
内
線
５
８
８
）

　
平
成
２４
年
版

え
ひ
め
県
民
手
帳

予
約
の
ご
案
内

■
価
格
　

　
１
冊
５００
円（
税
込
）

■
発
行
予
定

　
１１
月
上
旬

■
申
込
締
切
日

　
９
月
３０
日
㈮

■
申
し
込
み

　
お
住
ま
い
の
地
区
の
広

報
委
員
、
ま
た
は
次
の
窓
口

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
窓
口

○
ま
ち
づ
く
り
創
造
課（
内

線
５
８
８
）

○
中
山
地
域
事
務
所

○
双
海
地
域
事
務
所



広
報 

い
よ
し
　
　
９
月
号

編
集
・
発
行
　
伊
予
市
総
務
部
総
務
課

印
刷
　
　
　
　
明
星
印
刷
工
業
㈱

問
い
合
わ
せ
　
伊
予
市
総
務
部
総
務
課
広
報
広
聴
担
当

　
　
　
　
　
　
☎
０
８
９
ー
９
８
２
ー
１
１
１
１

広　告広　告

２０１１．９ 広報いよし (28)

　今月号は、７月２２・２３日に行われた

「なかやま夏まつり」の『造り物および

展示もの』に出展された作品を紹介し

ます。

伊予市長賞

「七福神」

さげもん倶楽部（髙市 礼子）

伊予市議会議長賞

「スペースシャトル」

永井 志朗

伊予市観光協会中山支部長賞

「道後温泉」

泉精米所

双海中山商工会長賞

「おかしの家」

女性有志グループ（上岡 幸子）

えひめ中央農協中山支所長賞

「ホタルも幸せベジタブルツリー」

中山高等学校

「生花展」

クローバー

「さげもん（つるし雛）飾り」

さげもん倶楽部
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